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羅

纂

屋

刀
口糸

回
　
序

説

　
江
戸
時
代
初
期
に
於
け
る
富
豪
ビ
し
て
、
叉
和
歌
、
國

丈
、
文
藝
評
論
、
蹴
鞠
、
茶
滋
、
轟
轟
、
書
滋
、
園
丁
の

名
手
ξ
し
て
、
ま
た
骨
董
蒐
集
家
ご
し
て
、
直
交
界
の
大

立
物
ご
し
て
、
殊
に
島
原
の
前
身
六
條
三
筋
町
の
名
妓
吉

野
の
落
籍
者
こ
し
て
そ
の
名
聲
某
々
た
り
し
億
載
紹
盆
、

郎
ち
佐
野
三
島
左
蕉
門
重
孝
の
事
蹟
は
こ
れ
ま
で
多
少
世

に
紹
介
せ
ら
れ
て
居
た
が
、
そ
れ
も
零
細
な
鰐
鳥
に
止
ま

り
詳
細
に
渉
っ
て
は
何
事
も
判
明
し
な
か
つ
π
。
然
る
に

文
學
士
　
江

馬

務

顧
れ
ば
大
正
六
年
山
城
鷹
峰
常
照
寺
に
於
け
る
吉
野
の
墳

墓
の
改
葬
、
同
女
の
建
立
し
π
ご
傳
へ
ら
る
、
常
照
寺
総

門
の
再
建
、
同
女
を
記
念
す
べ
き
茶
席
遽
芳
庵
の
建
築
等

の
事
業
を
途
行
せ
ん
が
爲
め
、
同
村
森
田
清
之
助
氏
等
の

首
唱
に
よ
っ
て
創
立
せ
ら
れ
だ
吉
野
會
よ
り
託
せ
ら
れ
て

私
が
『
名
妓
吉
野
』
を
編
し
た
時
、
無
下
に
關
す
る
こ
ε
も

多
少
研
究
し
て
同
書
に
記
述
し
て
置
い
た
。
が
史
料
欲
如

只
管
來
諸
書
に
散
見
し
だ
事
實
を
綜
合
し
て
梢
新
説
を
加

へ
得
た
位
の
程
度
で
あ
っ
π
か
ら
、
若
し
其
の
子
孫
が
あ

れ
ば
こ
れ
に
就
い
て
猫
型
の
事
蹟
の
研
究
の
歩
を
進
め
て



見
だ
い
ご
翼
望
し
て
居
淀
。
然
る
に
昨
年
冬
で
あ
っ
π
。

此
▼
拙
薯
胴
が
縁
こ
な
っ
て
、
・
端
な
く
も
紹
盆
の
後
次
㈹
た
る
美

濃
海
津
郡
西
江
村
の
佐
野
狢
之
助
氏
が
突
然
私
の
宅
を
訪

つ
れ
ら
れ
、
紹
盆
に
署
す
る
逡
品
文
書
は
大
分
宅
に
所
藏

し
て
居
る
か
ら
、
一
度
調
査
に
嘗
て
貰
ひ
た
い
こ
の
こ
ご

で
あ
っ
た
Q
私
は
實
に
意
外
の
事
に
驚
い
だ
が
、
そ
れ
よ

り
も
夏
に
驚
い
た
の
は
同
旨
は
私
の
本
家
た
る
大
垣
の
江

馬
家
（
細
管
女
史
の
出
た
家
）
ざ
は
叉
親
戚
の
間
柄
で
あ
っ

た
こ
ε
で
あ
っ
て
、
實
に
小
説
の
加
…
き
奇
繰
ご
い
ふ
の
外

は
な
い
。
私
は
そ
れ
故
本
年
四
月
初
句
に
同
家
の
客
こ
な

っ
て
、
親
し
く
感
喜
及
び
そ
の
島
先
、
そ
の
子
孫
に
間
す

る
史
料
を
調
査
す
る
こ
ご
を
得
、
そ
の
好
意
に
よ
っ
て
學

堺
未
知
の
新
事
實
を
知
了
し
得
だ
も
の
が
實
に
砂
く
は
な

か
つ
だ
Q
紹
盆
は
も
こ
よ
り
昼
時
の
一
個
の
風
流
韻
士
に

雪
ぎ
な
い
が
、
彼
の
生
活
如
何
は
當
時
の
世
相
の
孚
面
を

窺
ふ
よ
す
が
ε
も
な
る
事
實
が
多
い
の
で
、
愛
に
本
誌
の

蝕
自
を
借
り
て
彼
の
事
蹟
を
叙
述
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
の

　
　
　
第
晶
ハ
巻
　
　
　
艦
羅
　
隔
醸
　
　
　
灰
　

m
箆
　
紹
　
　
盆

で
あ
る
。

二
　
紹
盆
の
耐
先

　
塩
屋
紹
盆
の
次
屋
ε
い
ふ
も
の
は
屋
號
で
、
姓
は
佐
野

次
男
と
い
ふ
は
此
の
家
の
祀
先
が
染
料
の
紺
次
の
官
職
を

し
て
ゐ
泥
赦
で
、
佐
野
家
に
傳
は
る
元
弘
三
年
七
月
九
日

本
所
某
の
袖
判
あ
る
文
書
に
叢
る
ご
、
「
丹
波
國
野
村
纏
次

問
職
事
、
任
二
先
例
一
可
レ
A
ピ
管
領
一
之
由
所
ソ
候
也
」
云
々
ご

あ
っ
て
、
宛
名
に
孫
次
郎
男
燐
ご
あ
る
。
こ
の
孫
次
郎
ビ

佐
野
象
ご
の
紫
黒
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
紺
灰
に
關

す
る
文
書
の
佐
野
家
に
あ
る
最
右
の
も
の
で
あ
る
。
其
後

永
和
の
頃
に
は
文
書
に
援
る
ご
、
佐
野
家
に
賀
々
女
こ
い

ふ
婦
人
が
あ
っ
て
、
紺
次
商
人
の
組
合
頭
ビ
な
っ
て
み
る

が
、
そ
の
二
年
入
月
に
は
、
紺
碧
長
坂
ロ
導
入
等
の
取
締

に
強
し
て
左
衛
門
尉
利
勝
の
奉
書
が
下
附
せ
ら
れ
て
居
る

彼
等
商
人
が
長
坂
ロ
を
越
え
て
商
業
遍
域
外
で
商
業
す
る

時
は
盗
次
に
濫
じ
～
本
入
を
巌
罰
に
庭
す
る
ε
あ
る
Q
か

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
〇
五
　
（
五
九
一
）
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言
澱
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、
陰
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懲

讐
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六
　
（
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九
二
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＼
る
下
知
状
は
そ
の
後
置
畿
せ
ら
れ
て
る
る
Q
さ
て
此
の

賀
々
女
の
租
先
に
就
て
は
佐
野
家
で
は
槍
一
’
筋
の
武
士
で

あ
っ
た
ε
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
足
利
鯨
氏
の
臣
に
佐
野
左

衛
門
四
郎
獲
麟
ε
い
ふ
人
が
そ
れ
で
あ
る
σ
彼
は
高
師
直

の
軍
に
套
加
し
て
、
貞
和
四
年
正
月
五
日
四
條
畷
の
合
載

に
出
陣
し
、
後
大
和
所
々
の
合
戦
に
も
師
直
警
固
の
役
を

承
う
て
忠
節
を
抽
ん
で
た
功
に
よ
り
軍
・
感
状
を
賜
は
つ
て

み
る
。
こ
の
氏
綱
の
子
か
ご
思
は
る
、
秀
綱
こ
い
ふ
人
は

國
太
郎
四
郎
ご
も
、
新
左
衛
門
尉
ご
も
い
ひ
、
入
道
し
て

道
悟
ご
麗
し
た
。
氏
綱
ご
同
じ
く
足
利
家
に
忠
節
を
蔑
し

た
爲
め
、
槻
鷹
元
年
七
月
尊
氏
か
ら
梅
園
六
郎
重
綱
の
所

領
で
あ
っ
セ
下
野
國
足
利
庄
梅
園
村
を
領
知
せ
し
め
ら
れ

た
。
當
時
南
風
久
し
く
振
は
な
か
っ
た
反
動
に
よ
り
、
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

束
に
は
動
王
電
・
が
勢
威
を
挽
同
し
た
が
、
秀
綱
は
尊
氏
か

ら
観
癒
三
年
七
月
二
十
九
日
下
野
國
松
田
城
を
攻
む
べ
き

命
を
受
け
て
居
る
。
前
に
は
下
野
國
に
領
地
を
賜
は
り
、

今
叉
下
野
の
官
軍
討
伐
の
命
に
接
し
て
み
る
こ
ご
か
ら
推



、

●

、

、

難
　
戴
鰯

　
　
　
　
　
澱
緩
餐
属

望
山
ハ
巻
　
　
　
舳
職
　
錬
　
　
　
膳
ハ
　
屋
　
紹
　
　
盆

足利氏御教書

伊・

し
で
佐
野
家
は
下
野
國
の
御
家
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
む
ラ

延
玄
四
年
義
詮
が
將
軍
議
3
つ
た
翌
年
＋
二
月
に
は
義
詮

出
陣
の
留
守
に
そ
の
屋
敷
へ
着
到
し
た
十
六
人
の
武
士
の

中
に
新
左
衛
門
ご
い
■
ふ
名
が
児
え
て
み
る
。
貞
治
五
年
十

二
月
二
十
二
口
に
は
義
詮
は
秀
綱
に
越
膿
漏
金
山
、
澤
保

内
清
水
島
九
郎
の
僖
領
、
長
澤
保
内
圓
畳
寺
村
を
領
知
す

べ
く
命
じ
、
翌
六
年
置
月
五
日
越
中
守
護
斯
波
義
將
は
守

護
代
演
練
守
に
そ
れ
等
の
地
を
佐
野
秀
綱
代
官
に
引
渡
さ

し
む
べ
く
命
じ
て
居
る
。
　
　
　
　
，

　
さ
て
賀
々
女
は
鷹
永
十
⊥
ハ
年
に
娘
ね
、
へ
相
織
せ
し
め

ね
、
の
夫
は
長
郷
で
（
俗
名
は
到
明
し
な
い
）
そ
の
子
六
郎

左
衛
門
（
長
榮
）
六
郎
左
衛
門
の
子
彌
三
郎
（
榮
秀
）
、
彌
ミ

郎
の
子
は
三
郎
左
衛
門
が
嗣
い
だ
。
三
郎
左
衛
朋
幽
い
ふ
■

名
は
藤
屋
の
通
名
で
又
烏
帽
子
名
は
代
方
又
三
郎
ε
呼
ん

だ
（
同
尿
強
姦
）
こ
の
三
郎
左
衛
門
は
重
信
ε
い
っ
た
。
當
時
，

長
坂
口
の
紺
灰
問
職
は
上
下
京
を
難
じ
て
四
ヶ
所
ご
定
め

ら
れ
あ
っ
た
が
、
他
に
問
屋
を
名
乗
b
、
叉
癒
仁
の
謝
に

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　

哺
〇
七
（
五
九
三
）



　
　
　
寛
＊
悠
　
難
簸
　
恢
慢
瘤
盤

紛
れ
て
濫
り
に
同
業
を
済
み
始
め
だ
も
の
は
皆
糺
明
せ
ら

れ
て
み
た
。
佐
野
家
は
當
蒔
こ
の
問
屋
の
一
・
で
、
先
規
に

よ
っ
て
本
所
役
を
免
せ
ら
れ
て
み
る
。
永
正
十
四
年
九
月

二
十
一
臼
に
は
黒
黒
座
中
の
法
度
が
登
院
さ
れ
た
。
す
べ

て
七
ケ
條
、
そ
の
要
綱
を
記
し
て
見
れ
ば
、
以
前
か
ら
賀

々
女
流
、
村
腰
流
、
矢
ロ
流
、
冷
泉
院
の
四
座
が
あ
っ
て

賀
々
女
流
の
佐
野
叉
三
郎
ご
至
心
新
右
衛
門
尉
妻
南
女
は

本
所
よ
b
佐
野
を
親
分
、
浦
井
を
子
方
こ
し
座
諸
流
に
し

て
商
壷
人
は
五
入
ご
定
め
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
増
減
を
許
き

や
る
こ
ご
、
し
、
質
入
等
が
荷
物
を
問
屋
に
附
せ
す
、
濫

り
に
他
所
に
於
て
商
解
す
る
を
許
さ
す
、
又
問
屋
職
を
以

て
抵
當
ビ
し
、
或
は
沽
却
す
る
に
は
本
所
の
許
可
座
衆
の
．

承
諾
を
経
る
こ
ε
を
要
し
、
之
を
子
孫
に
護
る
に
も
本
所

へ
の
手
招
を
要
し
、
商
責
上
面
倒
な
る
事
件
が
起
つ
た
時

は
、
之
を
本
所
へ
申
告
し
、
更
に
幕
府
に
麺
達
し
そ
の
下

知
を
倹
っ
て
、
本
所
に
て
取
扱
ふ
こ
ε
、
し
、
直
訴
な
ご

は
一
切
な
ら
澱
事
、
叉
そ
の
製
本
静
座
衆
墾
會
の
上
互
に

　
　
　
　
　
　
　
第
四
競
　
　
一
〇
八
　
（
五
九
四
）

意
志
の
疏
池
を
計
る
な
ご
い
ふ
こ
ご
を
規
定
せ
ら
れ
て
る

る
。
大
永
七
年
七
月
ご
＋
九
肩
に
は
立
智
能
野
家
に
罪
し

て
軍
勢
の
概
暴
狼
籍
を
働
く
こ
ご
、
勢
衆
寄
宿
の
こ
ご
、

　
非
分
の
課
役
を
禁
ぜ
ら
れ
て
る
る
の
は
、
七
時
の
名
家
で

あ
っ
元
護
憲
で
あ
ら
う
Q
（
以
上
佐
野
家
の
文
書
に
よ
る
）
，

三
　
紹
盆
の
父
紹
由

　
紹
盆
の
父
は
紹
由
ご
い
ふ
。
紹
由
は
始
め
承
前
ピ
記
し

て
居
だ
や
う
で
、
紹
巴
の
記
一
．
・
た
佐
野
家
藏
連
歌
の
懇
に

は
承
歯
ご
あ
る
。
佐
野
家
系
譜
の
断
片
に
青
る
ε
、
重
信

の
子
は
又
三
郎
重
隆
ご
穴
。
つ
て
居
り
、
そ
の
後
世
由
迄
が

護
れ
て
み
る
Q
京
都
市
千
本
立
本
寺
の
佐
野
家
の
墓
碑
に

は
中
央
か
ら
左
へ
は
、
撹
悟
、
國
貞
、
長
信
、
畑
賀
女
、

長
源
、
長
榮
、
榮
秀
、
承
信
“
承
佐
、
了
仲
、
曾
酒
、
中

央
か
ら
右
へ
は
駐
留
、
紹
盆
及
び
一
族
の
戒
名
が
あ
る
か

ら
、
早
便
（
重
信
の
こ
ご
ら
し
く
、
重
信
の
繹
名
は
宗
信

で
あ
る
の
が
斯
く
記
さ
れ
た
の
ら
し
い
）
の
次
は
二
佐
、



（
俗
名
重
隆
）
で
そ
の
次
に
了
仲
、
唇
酒
の
二
代
を
経
て
紹

由
こ
な
つ
だ
も
の
ビ
見
え
、
年
代
も
略
當
っ
て
居
る
。

　
紹
由
の
代
に
慧
世
襲
の
業
た
る
紺
次
問
屋
は
磨
業
し
て

み
て
、
麗
先
の
累
代
蓄
積
し
た
莫
大
の
財
産
で
唐
橋
鞭
近

（
上
立
責
新
町
？
）
に
濯
旗
大
な
邸
宅
を
縫
…
へ
、
…
裕
か
な
生
活

を
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
紹
盆
の
著
書
『
に
ぎ
は
ひ
草
』
に

紹
由
の
こ
ε
を
、

　
世
を
わ
た
る
い
ε
な
み
こ
ご
、
も
せ
す
、
ふ
か
く
連
歌

　
に
心
を
染
め
て
、
紹
巴
法
橋
門
弟
に
て
、
年
久
し
く
功

　
を
な
し
け
れ
ば
、
堂
上
の
御
方
々
に
夜
）
、
其
比
の
蓮

　
歌
の
懐
紙
に
は
も
れ
ざ
り
し
、

ご
記
し
て
み
る
駈
を
見
る
ε
、
世
を
よ
そ
に
風
流
の
道
を

樂
み
」
殊
に
連
歌
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
紹
由
の

蓮
歌
の
友
に
は
里
村
昌
琢
が
あ
っ
て
、
佐
野
家
に
は
昌
琢

宛
紹
由
の
手
簡
の
幅
が
あ
る
Q
懸
軍
は
連
歌
の
み
な
ら
す

茶
道
、
蹴
鞠
、
書
道
に
も
通
達
し
て
み
た
の
は
、
繋
累
を

し
て
後
世
名
を
成
さ
し
め
た
素
地
を
作
っ
た
も
の
で
あ

　
　
　
第
山
ハ
巷
　
　
　
維
　
熱
邸
　
　
灰
　
　
m
輝
　
紹
　
恋益

る
。

四
　
一
一
紹
盆
ぢ
文
學

　
茨
屋
紹
盆
は
佐
野
重
孝
こ
い
ひ
、
通
編
は
三
郎
左
衛
門

烏
帽
子
名
は
又
三
郎
、
紹
盆
は
其
號
で
あ
る
。
三
郎
左
衛

門
は
諸
書
に
三
郎
兵
衛
ε
あ
る
が
、
　
こ
れ
は
誤
で
佐
野
．

家
藏
寛
永
＋
四
年
臓
邊
筆
曼
陀
羅
に
も
三
郎
左
衛
門
ビ
な

っ
て
居
り
、
マ
ハ
紹
盆
も
承
盆
ご
あ
る
か
ら
、
始
め
は
承
盆

ε
云
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
紹
盆
は
慶
長
十
五
年
京
都
に
生

れ
、
紹
由
の
養
子
ご
の
設
も
あ
る
。
實
父
は
本
阿
彌
陀
光
F

盆
で
、
光
釜
の
租
父
光
刹
は
光
溌
の
父
光
二
の
弟
で
あ
る

か
ら
、
光
溌
ε
は
深
い
血
緑
の
問
柄
で
あ
る
。
（
吉
野
傳
）

今
も
佐
野
家
に
は
光
釜
作
の
茶
纂
ご
杓
を
大
切
に
保
管
レ

　
　
　
　
　
が

て
る
る
の
は
、
此
の
説
の
眞
相
を
語
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。

光
盆
は
佐
野
家
丈
書
に
亘
る
ご
、
古
田
織
部
の
門
弟
で
、

茶
滋
の
町
並
で
あ
っ
セ
か
ら
、
紹
盆
は
何
れ
の
方
の
血
統
．

を
受
け
て
も
、
先
天
的
に
風
雅
の
士
こ
な
ら
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
｝
〇
九
　
（
五
九
五
）



　
　
　
　
餓
〃
山
ハ
巻
　
　
　
難
鵬
　
偽
㎜
　
　
灰
　
　
羅
　

紹
　
　
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

．
い
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
佐
野
家
へ
入
籍
し
た
の
は
何
歳
の

　
頃
か
不
明
で
あ
る
が
、
幼
年
時
代
に
貰
は
れ
た
も
の
な
る

　
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。
彼
は
天
性
八
重
、
幼
よ
り
紹
歯

　
の
家
庭
敏
育
、
光
悦
の
薫
陶
を
夢
け
、
何
事
に
よ
ら
す
趣

　
味
を
以
て
臨
み
、
常
に
研
究
的
態
度
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

　
さ
れ
ば
彼
の
志
し
た
學
藝
は
多
方
面
で
、
而
も
彼
は
何
れ

　
に
も
造
詣
頗
る
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
今
彼
の
堪
能
で
あ

　
つ
た
各
方
面
を
列
鼓
し
て
、
彼
が
日
常
浸
溢
し
て
ゐ
セ
趣

　
味
生
活
を
窺
は
う
。

　
　
（
一
）
　
和
歌
　
和
歌
は
夙
に
烏
九
罫
書
、
松
永
真
徳
、
飛

　
鳥
井
雅
章
等
に
師
事
し
た
。
（
に
ぎ
は
ひ
草
、
吉
野
宮
）
併

　
し
彼
の
和
歌
に
封
ず
る
趣
昧
は
麺
に
吟
詠
す
る
の
み
で
は

　
な
く
、
説
く
古
今
の
歌
集
を
譲
破
し
て
能
く
咀
嘱
し
て
ゐ

　
た
こ
ご
で
、
上
は
萬
葉
、
三
代
集
を
始
め
、
俊
成
、
定
家

　
西
行
、
長
明
、
兼
好
よ
り
頓
河
な
ご
に
及
び
、
博
覧
強
記

　
で
、
高
い
鑑
賞
眼
や
批
評
隈
を
備
へ
て
る
た
ら
し
い
○
而

　
し
て
思
置
を
目
し
て
輩
に
高
古
な
る
娯
樂
こ
の
み
減
せ
す
、

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
．
．
一
〇
（
五
九
六
）

．
更
に
あ
る
深
遠
な
る
理
智
を
詠
謙
研
究
の
上
に
寓
し
て
ゆ

た
か
ら
、
歌
萢
の
蕩
心
は
敢
て
人
後
に
落
ち
な
か
っ
た
。

（
に
ぎ
は
ひ
草
）

　
彼
が
歌
遊
に
就
て
一
篇
の
面
同
を
施
し
た
の
は
、
或
る

年
八
着
信
H
月
明
の
夜
、
入
條
宮
智
忠
親
王
の
お
は
し
た

桂
の
御
殿
で
、
飛
鳥
井
雅
章
雅
直
な
ご
の
影
響
ご
共
に
歌

誌
の
席
に
攣
り
、
雅
章
卿
の
出
題
で
寄
ジ
月
歌
を
詠
じ
た

時
、
米
点
に
は
寄
月
旋
の
題
が
為
り
、
・
當
座
に

　
　
武
藏
野
や
草
は
み
な
が
ら
麗
露
に

　
　
　
　
月
を
わ
け
ゆ
く
秋
の
旋
人

ご
い
ふ
の
を
詠
じ
た
Q
後
こ
の
歌
を
親
王
よ
り
後
水
尾
院
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
へ
奏
上
せ
ら
れ
た
ご
こ
ろ
、
院
は
概
露
に
を
澱
露
の
ε
易

　
へ
よ
ε
仰
せ
ら
れ
た
。
（
賑
草
）
然
る
に
下
心
の
孫
愚
管
が

手
記
を
携
へ
て
伴
恥
尚
埃
に
記
念
の
爲
記
事
を
乞
ふ
た
こ
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
ふ
佐
野
家
の
群
盗
に
は
院
が
月
に
わ
け
ゆ
く
を
月
を
ε
添
－

訳
し
給
ひ
し
こ
ご
を
記
し
、
『
賑
草
』
の
説
ご
｝
致
し
て
居
・

な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
号
し
爾
説
を
綜
合
す
れ
ば
愚
露
」



論

ご
　
　
　
　
　

に
月
に
ご
に
の
宇
が
重
な
る
か
ら
、
こ
れ
は
何
れ
か
片
方

め
説
を
取
ら
ね
ば
な
ら
滋
。
然
ら
ば
『
賑
草
』
説
の
方
が
恐

ら
く
正
確
な
の
で
あ
ら
う
。
爾
ほ
月
前
時
鳥
ざ
い
ふ
題
で

　
　
明
や
す
き
塞
も
の
こ
り
て
ほ
ビ
、
ぎ
す

　
　
　
　
盤
の
あ
ご
ゆ
く
夏
の
夜
の
月

ビ
い
ふ
の
も
叡
覧
に
入
っ
た
こ
い
ふ
。
後
水
尾
院
は
公
卿

．
殿
上
入
の
吟
詠
は
少
し
も
綿
密
に
御
覧
せ
ら
れ
す
、
常
に

好
ん
で
紹
釜
な
ご
地
下
の
歌
を
御
覧
め
り
て
御
門
制
さ
へ

あ
ら
せ
ら
れ
た
ご
申
す
こ
ご
で
あ
る
。
（
賑
草
）
爾
ほ
彼
が

高
風
二
三
を
録
し
て
見
る
◎

　
　
明
や
す
き
う
ら
み
も
（
一
本
は
）
あ
ら
し
我
輌
に

　
　
　
　
憂
し
さ
の
こ
せ
夏
の
夜
の
月

　
　
民
を
守
る
紳
に
た
の
み
を
か
け
筒
の

　
　
　
　
た
け
に
も
千
代
の
秋
や
ち
き
ら
む

こ
の
最
後
の
歌
は
瀞
竹
の
筒
ご
銘
あ
る
挿
花
の
筒
に
金
漆

で
書
か
れ
た
歌
で
、
そ
の
筒
は
今
も
佐
野
家
に
秘
藏
せ
ら

れ
て
る
る
。
彼
の
歌
風
は
優
娩
、
風
調
は
流
暢
で
、
古
に

　
　
　
飽
州
晶
ハ
　
巻
　
　
　
酬
糀
　
　
鐘
叩
　
　
　
拓
ハ
　
展
　
　
紹
　
　
ハ
靴

泥
ま
す
、
今
に
回
せ
す
、
凡
人
の
企
て
及
ば
ざ
る
妙
句
に

富
ん
で
み
て
、
當
時
の
名
流
よ
り
一
頭
地
を
響
い
た
技
傭

が
見
え
る
Q

　
（
ご
）
　
俳
譜
　
御
講
は
松
永
貞
徳
に
師
事
し
て
ゐ
π
爲

め
多
少
吟
じ
た
機
で
あ
る
が
、
多
く
傳
は
ら
な
い
。
『
賑
草
』

の
中
に
組
父
五
十
同
忌
に
千
句
を
成
就
せ
ん
め
む
ご
し
た

こ
ご
が
見
え
て
、
次
に

　
　
お
ざ
う
け
ば
五
十
年
も
夢
か
ほ
ご
、
ぎ
す
．

ざ
い
ふ
句
が
唯
・
一
句
傳
は
つ
て
居
る
に
過
ぎ
澱
。

　
（
三
）
　
漢
詩
詩
人
こ
し
て
の
紹
盆
も
、
除
う
そ
の
作

に
接
す
る
ご
ご
が
出
立
ぬ
駕
め
、
巧
拙
を
辮
す
る
こ
ビ
が

忠
來
ぬ
。
京
都
準
井
右
李
氏
の
藏
短
冊
に
立
秋
嶢
こ
い
ふ

題
で
、

　
　
風
爲
画
南
受
不
閑
　
　
暁
來
夢
畳
水
船
援

　
　
五
更
枕
上
墨
髭
後
　
　
天
下
初
秋
在
黒
蟻

ご
い
ふ
の
が
あ
り
、
又
佐
野
家
に
も
詩
の
大
幅
を
零
せ
ら

れ
て
る
π
が
、
遺
憾
な
こ
ご
に
は
最
近
京
都
市
岡
墨
光
堂

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
　
（
五
九
七
）
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1～漆霧．滋

第
一
ハ
巻
　
　
　
難
甲
　
録
　
　
　
灰
〃
　
屋
　
　
紹
　
　
盆

（筆自盆紹）記田新彌阿本濃美

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　

一
＝
一
（
五
九
八
）

に
て
保
管
中
火
災
に
遭
う
て
陰
獣
に
黙
し
た
。
．

　
（
四
）
　
和
文
　
紹
盆
は
文
學
家
ご
し
て
は
和
歌
ご
國
交

ご
に
天
才
を
襲
黙
し
て
み
る
。
彼
は
若
年
か
ら
枕
草
紙
、

徒
然
草
を
愛
熱
し
た
ら
し
く
、
殊
に
後
者
に
は
文
章
に
於

て
論
旨
に
於
て
共
鳴
し
て
み
た
。
彼
が
著
『
賑
草
』
は
徒
然

草
を
模
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
い
た
く
兼
好
に
私
淑
七
て

る
た
。
（
賑
草
）
傳
ふ
ら
く
松
永
貞
徳
が
嘗
て
三
三
通
で
徒

然
草
を
講
じ
て
み
る
ご
、
　
一
富
豪
が
そ
の
二
野
に
威
じ
て

土
地
を
與
へ
た
こ
。
（
近
世
崎
人
傳
）
こ
れ
恐
ら
く
紹
盆
で

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
彼
の
も
の
し
だ
美
文
の
現
存
し
て
み
る
の
は
『
賑
草
』
や

佐
野
家
の
美
濃
國
領
地
に
關
す
る
文
、
同
和
三
浦
紀
行
文

等
で
あ
る
が
、
今
田
に
『
配
賦
』
の
一
節
を
抄
録
し
て
滲
考

ご
し
ゃ
う
。

圃
．
一
凝
し
た
が
ふ
頃
も
は
る
か
に
遠
く
過
漁
れ
ば
、
こ
ご

　
わ
り
ε
は
お
も
ひ
侍
れ
ぜ
も
、
あ
る
に
も
す
ぎ
て
う
う

　
ぐ
ひ
す
時
鳥
の
は
つ
ね
撰
べ
き
便
為
な
し
つ
春
の
朝

’



　
ぼ
ら
け
、
花
の
か
さ
そ
ふ
風
は
、
さ
す
が
に
の
ざ
や
か

　
な
る
ご
は
し
り
訟
。
籐
の
内
に
來
鳴
石
の
灘
に
ほ
や
か

　
な
る
に
、
お
ご
や
も
時
ご
舌
打
そ
へ
給
ふ
。
さ
琶
ぐ
さ

　
め
末
つ
か
π
、
さ
ぞ
あ
ら
ん
ご
お
も
ひ
や
ら
れ
侍
る
の

　
み
ぞ
、
心
の
な
ぐ
さ
め
に
て
、
暮
行
そ
ら
に
ほ
ε
、
ぎ

　
す
を
き
か
ざ
る
は
、
い
ご
口
を
し
衿
れ
ざ
、
さ
に
こ
そ

　
ε
思
ひ
な
し
て
も
有
な
ん
。
説
法
を
き
か
で
護
諦
の
こ

　
ゑ
を
き
か
ざ
る
こ
ご
こ
そ
悲
し
き
。

か
く
擬
古
文
に
於
て
は
三
三
の
妙
味
を
有
し
て
居
る
。

　
（
五
）
　
文
學
評
論
　
彼
が
評
論
は
又
『
賑
ひ
草
』
に
徴
す

る
よ
り
他
に
道
が
な
い
。
彼
は
そ
の
著
で
俊
成
、
定
家
、

西
行
長
明
、
幽
齋
、
頓
阿
な
ご
の
歌
を
縦
横
に
品
卜
し
、

又
和
歌
に
勤
す
る
卓
見
を
二
三
な
ら
す
叙
し
て
み
る
。
例

へ
ば
心
あ
る
歌
ビ
い
ふ
を
論
じ
て

　
こ
、
ろ
有
髄
こ
い
ふ
事
門
々
心
得
べ
き
事
也
、
風
情
の

　
め
づ
ら
し
く
興
有
て
た
く
み
い
だ
し
た
る
葱
ゐ
心
あ
）

　
ど
お
も
え
り
。
さ
ら
に
し
か
ら
ざ
る
事
也
。
風
雲
草
木

　
　
　
餓
〃
山
学
芸
　
　
　
雑
　
純
螺
　
　
　
灰
　
　
屋
　
如
禰
　
釜

　
の
域
に
つ
け
て
も
、
ま
π
世
問
盛
衰
な
ご
に
つ
け
て
も

　
お
も
ひ
み
れ
た
る
を
心
あ
る
ビ
は
申
也
。
故
戸
部
申
さ

　
れ
し
は
貫
之
が
櫻
ち
る
木
の
下
風
の
歌
風
情
を
も
し
ろ

　
く
め
で
た
け
れ
ご
も
、
こ
れ
を
心
有
う
た
こ
は
申
さ
す

　
遍
照
僧
正
幽
家
の
時
め
の
こ
の
も
こ
へ
、
た
ら
ち
ね
は

　
か
》
れ
こ
て
し
も
う
ば
玉
の
、
是
こ
そ
心
あ
る
歌
の
本

　
よ
ε
申
さ
れ
し
也
Q
こ
れ
に
て
よ
く
く
心
得
べ
し
。

ご
い
ふ
類
で
あ
る
。
次
に
著
者
ご
雑
言
に
次
て
縷
述
せ
う

五
紹
釜
ご
雑
藝

　
茨
屋
轟
轟
は
蹴
鞠
家
こ
し
て
、
茶
入
こ
し
て
、
樂
律
家

ご
し
て
、
書
家
こ
し
て
、
園
藝
家
ご
し
て
、
刀
劒
鑑
賞
家
．

ご
し
て
骨
董
家
ど
し
て
又
千
載
不
磨
の
名
を
成
し
て
居
る

　
（
一
）
　
蹴
鞠
　
蹴
鞠
滋
は
鷹
仁
の
大
盛
後
馬
に
衰
頽
し

π
が
、
幸
に
宗
家
飛
鳥
弁
、
難
波
の
爾
家
に
よ
っ
て
纏
か

に
命
脈
を
維
持
せ
ら
れ
、
才
女
之
を
習
得
し
た
の
は
多
く

公
獅
で
、
地
下
の
人
の
問
に
は
除
う
行
は
れ
て
変
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
＝
三
　
（
五
九
九
）



　
　
　
筑
曙
山
口
巻
　
　
　
門
川
　
舳
繊
　
　
　
灰
　
　
屋
　
　
紹
　
　
盆

た
が
、
我
急
霰
が
地
下
で
、
而
も
数
十
年
一
臼
の
如
く
こ

れ
を
學
ん
で
み
た
の
は
異
数
竃
す
る
に
足
り
乃
の
で
あ
る

一
業
は
十
二
三
歳
か
ら
飛
鳥
井
家
の
門
弟
こ
な
り
、
歳
七
十

に
埋
る
も
未
だ
磨
せ
す
、
彼
が
如
何
に
巧
者
で
あ
っ
た
こ

ご
は
斯
道
に
於
て
容
易
に
獲
得
し
難
い
紫
末
濃
袴
を
許
可

せ
ら
れ
た
こ
ご
で
も
分
る
。
（
國
花
萬
無
記
）
寛
永
十
一
年

・
七
月
ご
十
H
將
軍
・
家
光
が
ご
條
城
へ
來
た
時
．
．
、
紹
盆
は
堂

上
家
五
人
、
地
下
三
人
掛
地
下
の
一
人
と
し
て
蹴
鞠
を
上

覧
に
供
し
、
又
寛
文
七
年
三
月
十
五
日
に
は
江
戸
城
へ
石

さ
れ
て
將
軍
の
御
前
耐
萬
石
以
上
の
大
名
衆
列
座
の
場
で

飛
鳥
井
、
正
親
町
以
下
七
人
の
公
卿
ご
共
に
妙
技
を
演
じ

て
大
に
面
目
を
施
し
た
。
（
賑
草
）
地
下
で
は
紹
盆
は
斯
遣

の
本
邦
第
】
人
者
で
あ
っ
穴
の
で
あ
る
。
佐
野
家
に
は
鞠

に
關
す
る
も
の
で
は
寓
本
が
四
種
傳
っ
て
み
る
中
で
、
蹴

一
旦
之
皆
皆
成
通
卿
ら
難
波
の
家
に
相
承
す
る
百
ヶ
條
の
事

の
一
本
は
紹
釜
の
手
爲
で
、
明
暦
三
年
十
月
に
成
っ
た
も

め
で
あ
る
。
叉
光
悦
の
揮
毫
し
た
鞠
扇
は
佐
野
家
珍
什
の

　
　
　
　
　
　
　
第
「
四
鱗
　
　
　
一
　
一
州
　

（山

n
0
（
∪
）

一
で
、
金
泥
に
緑
膏
群
青
な
ざ
で
松
皮
菱
ε
芥
子
を
欝
き

更
に
砂
子
を
撒
い
た
光
悦
濁
特
の
妙
技
を
張
工
し
た
も
の

で
あ
る
。
恐
く
光
悦
か
ら
紹
盆
に
賂
つ
た
も
の
で
あ
ら
う

　
（
二
）
　
茶
道
　
彼
の
日
常
最
も
嗜
好
し
て
み
た
の
は
茶

道
で
あ
っ
た
。
彼
は
金
森
宗
和
の
門
を
窺
ひ
、
又
石
州
流
の

藤
原
宗
源
に
從
ひ
奥
旨
を
極
め
て
居
π
が
、
（
佐
野
文
書
）

光
悦
ご
同
じ
く
必
ず
し
も
】
流
を
固
執
せ
す
、
諸
派
の
葦

を
抜
き
、
一
種
の
折
衷
派
を
宮
守
し
て
ゐ
π
ら
し
い
。
彼

は
茶
道
を
以
て
聖
賢
に
近
づ
く
修
養
ご
乗
じ
て
居
だ
。
『
賑

草
』
に
曰
く
、

　
茶
湯
蓮
ご
い
ふ
事
有
）
近
き
世
よ
り
い
ひ
初
め
け
る
滋

　
に
て
賢
人
聖
人
の
敷
に
あ
ら
す
し
て
、
し
か
も
聖
賢
の

　
道
に
ひ
ご
し
く
、
忠
道
華
道
に
も
能
通
じ
澱
べ
き
滋
也

　
（
中
路
）
茶
湯
は
貴
賎
程
に
つ
け
つ
、
人
を
む
て
な
す
事

　
を
も
こ
、
し
て
褒
會
す
。
亭
主
ご
な
り
客
ざ
な
る
に
、

　
先
身
を
き
よ
め
、
あ
か
つ
か
ぬ
物
を
え
り
い
で
、
着
し

　
秘
饗
し
も
て
る
調
度
ざ
も
取
出
、
目
を
よ
ろ
こ
ば
し
め



　
思
ふ
ざ
ち
ま
た
珍
し
き
客
な
ご
も
寄
合
て
、
都
鄙
昔
今

　
の
物
語
し
、
よ
き
に
ほ
ひ
せ
ん
ご
た
き
も
の
す
。
山
海

　
に
心
を
め
ぐ
ら
し
て
何
く
れ
こ
し
つ
ら
ひ
て
う
じ
い
で

　
＼
我
を
忘
れ
て
籐
念
な
く
、
人
を
も
て
な
さ
ん
ご
お
も

　
ふ
は
、
聖
職
の
心
に
も
近
か
る
べ
し
。

ご
口
を
極
め
て
之
を
釜
揚
し
、
茶
道
の
達
人
ビ
な
ら
ん
に

は
以
外
別
記
の
深
遠
幽
玄
な
境
地
に
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ

て
、
『
賑
草
』
に
一
々
懇
切
に
之
を
論
じ
で
居
る
。
さ
れ
ば

彼
に
入
門
を
乞
ふ
人
々
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
現
に
佐
野

家
に
は
勝
榮
ご
い
へ
る
入
が
、
己
の
子
を
紹
盆
に
託
し
て

茶
滋
の
傳
習
を
乞
へ
る
手
簡
も
傳
っ
て
居
る
。
紹
盆
は
口

夜
宮
を
招
き
、
松
風
の
膏
に
心
を
幽
玄
に
馳
せ
、
又
秘
藏

の
珍
什
を
示
し
て
饗
癒
す
る
こ
ε
も
屡
あ
っ
た
。
川
井
宗

信
ご
い
ふ
人
か
ら
、
昨
日
は
御
茶
言
下
殊
薬
物
の
御
画
具

拝
見
仕
色
々
御
馳
走
之
段
添
高
古
候
ビ
い
ふ
標
な
罪
状
も

佐
野
家
に
あ
る
。

　
（
三
）
、
昔
律
　
樂
人
ピ
し
て
の
紹
釜
は
以
上
の
諸
藝
に

　
　
　
第
山
一
巻
　
雑
鍮
　
灰
麓
紹
癬

比
し
て
租
そ
の
伎
偏
が
疑
は
れ
る
◎
唯
『
賑
草
』
に
零
檸
な

管
絃
に
關
す
る
見
解
が
洩
ら
さ
れ
て
居
る
の
み
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
書
道
　
書
道
は
彼
が
幼
少
の
時
か
ら
本
阿
彌
光

挽
に
習
っ
た
ご
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
如
何
に
も
若
年
の
書
．

は
光
悦
に
私
淑
し
た
か
ご
畳
し
き
筆
致
が
生
硬
な
る
書
風

の
申
に
ほ
の
見
え
る
Q
晩
年
に
至
っ
て
、
中
古
の
公
卿
様

を
學
ん
で
、
筆
致
圓
熟
閑
雅
の
趣
を
備
へ
て
居
紅
。
抑
光

悦
は
二
時
近
衛
信
ヂ
公
（
全
貌
院
）
松
花
堂
昭
乗
ご
共
に
三

筆
の
叫
入
で
あ
っ
た
が
、
紹
盆
は
彼
を
目
し
て
、
ま
た
世

に
有
べ
き
人
間
ご
は
営
門
ら
す
ご
ま
で
稽
議
し
て
み
る
の

は
軍
に
筆
滋
の
み
な
ら
す
、
そ
の
人
格
趣
味
な
ざ
に
も
或

る
程
度
ま
で
獣
化
を
享
け
て
る
た
か
ピ
も
思
は
れ
る
。
早

取
の
書
は
佐
野
家
よ
は
所
藏
品
目
録
、
和
歌
浦
血
行
、
詩

幅
、
窩
本
等
が
あ
る
が
、
中
に
は
前
述
の
如
く
最
近
に
烏

有
に
識
し
た
の
も
あ
る
○

　
（
五
）
　
園
藝
　
彼
の
園
藝
に
趣
味
ε
了
解
ε
を
以
て
み

た
こ
ご
は
茶
室
建
築
に
伸
つ
た
自
然
的
要
求
ご
し
て
得
な

　
　
　
　
　
　
筑
州
四
號
　
　
　
輔
M
五
　
　
（
山
止
Q
一
）



　
　
　
鍛
六
巻
　
　
維
鐙
　
　
回
流
紹
　
盤

所
で
み
つ
で
、
∴
之
に
も
亦
一
種
の
意
見
を
持
し
て
み
た
ら

し
く
『
賑
草
』
に
も
茶
湯
の
路
次
の
石
の
こ
ご
を
論
じ
て
み

る
飾
が
あ
る
。

　
彼
が
以
上
の
手
腕
の
外
に
典
麗
を
有
し
て
み
た
の
は
、

風
俗
に
…
闘
す
る
方
面
ビ
骨
董
ご
で
あ
っ
元
α
風
俗
の
方
、
面

で
は
『
賑
々
』
に
は
刀
脇
差
の
反
を
製
す
こ
ご
に
就
て
辮
じ

て
居
る
一
節
が
あ
る
。
誰
時
歩
、
若
難
、
鎗
持
の
類
は
大

男
を
用
ふ
る
の
で
、
三
っ
て
そ
の
刀
の
長
さ
も
長
い
◎
然

る
に
そ
れ
に
反
が
あ
る
刀
は
歩
む
姿
が
悪
い
ご
い
ふ
の
で

皆
棒
の
楼
な
反
の
な
い
の
を
用
ひ
、
反
め
め
る
の
は
反
を

液
す
こ
ご
、
な
っ
た
。
こ
の
風
若
い
衆
に
及
び
、
反
の
め

る
刀
は
反
っ
て
下
直
で
あ
る
の
で
、
態
ε
反
を
入
れ
て
高

く
見
せ
改
邉
せ
し
め
る
こ
ご
ま
で
超
つ
た
の
は
實
に
馬
鹿

氣
だ
こ
ご
で
あ
る
。
彼
も
こ
れ
に
羨
し
、
大
に
『
賑
草
』
に

於
て
非
難
し
て
居
る
○

　
悲
し
き
か
な
、
冷
新
し
く
作
る
だ
に
、
古
代
の
す
が
た

　
に
か
は
れ
る
は
、
無
下
に
い
や
し
く
成
行
ご
い
へ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
錦
四
謝
號
　
　
　
甜
　
“
山
ハ
　
（
山
ハ
○
蕊
）

　
典
作
者
の
心
に
う
る
勝
あ
う
て
、
打
留
け
る
を
、
・
し
ば

　
ら
く
の
時
の
は
や
り
こ
ご
に
て
、
鑓
持
点
の
こ
の
む
所

　
に
め
う
つ
り
心
う
つ
り
て
、
無
下
に
い
や
し
く
成
行
に

　
あ
ら
す
や
。
（
中
略
）
略
殊
更
此
「
國
に
果
て
は
あ
が
め
貴

　
む
べ
き
物
な
り
。
．
寳
劒
を
は
じ
め
濁
り
て
、
い
に
し
へ

　
よ
り
い
つ
れ
の
御
冠
に
も
、
名
作
を
お
さ
め
を
か
る
泰

　
李
安
稔
な
ら
し
む
る
欝
欝
有
成
べ
し
。
群
々
の
鍛
冶
の

　
中
に
名
作
な
ざ
繋
い
だ
し
た
る
を
ば
淋
ご
も
説
ひ
、
其

　
道
々
の
ご
も
が
ら
は
一
入
蕾
む
べ
き
な
り
◎
此
寸
法
に
・

　
子
細
あ
り
。
此
ぞ
り
に
魔
障
を
佛
ふ
其
理
あ
り
ざ
云
事
・

　
な
く
て
叶
ふ
べ
か
ら
す
Q
さ
あ
る
を
・
今
な
を
す
事
ま
た

　
世
に
有
ま
じ
き
大
罪
也
Q
ま
し
て
當
座
の
少
の
よ
く
に

　
ふ
け
り
て
、
か
、
る
あ
や
ま
b
を
な
す
事
、
口
お
し
く

　
つ
た
な
き
、
無
下
の
ひ
が
事
に
あ
ら
す
や
。
世
の
た
め

　
後
の
涯
の
た
め
、
か
、
る
た
ぐ
ひ
の
事
ま
た
あ
ら
せ
じ

　
ご
は
か
ら
ひ
了
簡
あ
ら
ま
ほ
し
く
こ
そ
侍
れ
。

紹
盆
の
意
見
ご
し
て
斯
く
ま
で
痛
快
な
の
は
外
に
見
當
ら
、



な
い
。
彼
は
徹
志
士
尾
國
脚
保
存
主
義
を
固
持
し
、
刀
劒

を
以
て
本
郵
に
於
て
は
特
に
貴
む
べ
き
も
の
こ
看
倣
し
て

居
り
、
目
前
の
少
利
に
難
く
れ
て
無
溢
を
敢
て
す
る
人
々

の
多
い
の
を
慨
嘆
し
そ
れ
等
の
輩
に
痛
罵
を
浴
せ
か
け
て

み
る
所
は
嬉
し
・
い
。
思
ふ
に
此
黙
に
於
て
も
、
彼
の
私
淑

し
て
居
た
光
悦
か
ら
得
た
こ
ε
が
多
か
っ
た
ら
う
。

　
彼
は
又
骨
董
に
干
て
深
く
趣
昧
を
有
し
て
居
た
。
彼
が

素
封
家
で
あ
っ
た
警
め
古
今
の
骨
董
を
蒐
集
し
、
又
金
子

貸
の
抵
當
が
流
れ
て
彼
の
所
藏
こ
な
っ
た
あ
の
を
集
め
て

見
る
ご
中
々
篤
し
い
噸
数
に
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

墨
銀
が
二
通
傅
っ
て
居
る
が
、
そ
の
後
の
も
の
、
中
霊
要

な
の
を
抄
録
し
て
見
る
ご
（
圏
黙
の
は
同
家
現
存
の
も
の
）

　
一
、
三
富
超
過
御
溝
息
　
一
、
中
山
日
肺
上
入
御
本
鎗

　
　
　
む
　
り
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む

　
一
、
臼
親
上
人
三
十
番
紳
　
一
、
賃
氏
之
御
状
　
一
、

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　

　
太
上
法
皇
大
二
字
御
農
翰
　
一
、
伏
見
院
御
詠
歌
一
、

　
後
粕
原
院
御
懐
紙
　
一
、
後
鳥
爆
心
、
俊
頼
、
爲
家
三

　
筆
　
一
、
才
望
ひ
よ
鳥
　
．
一
、
南
堂
　
一
、
大
燈
國
師

　
　
　
第
六
唇
　
　
雑
　
簸
　
　
灰
　
屋
　
紹
　
盆

　
大
二
字
　
一
、
一
山
渥
繋
大
二
字
　
一
、
一
山
一
軸

　
　
　
む
　
む
　
む
　
ゆ
む
　
む
　
む

　
一
、
尾
張
大
守
御
詠
歌
　
　
一
、
同
御
漏
讃
　
　
一
、
三
窺
、

　
院
殿
古
今
の
序
　
一
、
雪
舟
三
輻
封
　
一
、
相
阿
彌
布

　
袋
の
絡
　
一
、
探
幽
山
水
　
一
、
欝
欝
光
廣
卿
詩
歌

　
一
、
飛
鳥
弁
難
一
位
雅
章
卿
入
汐
ノ
御
詠
歌
　
一
、
同
．

　
鞠
絡
の
讃
　
一
、
磨
山
公
絡
讃
　
一
、
雪
舟
絡
讃
　
一
、

　
利
休
の
文
、
あ
さ
が
ほ
　
一
、
古
田
織
部
の
文
　

一
、

　
紹
巴
ノ
交
　
　
一
、
昌
琢
紹
由
爾
筆
、
定
家
色
紙

そ
の
他
こ
の
目
録
に
洩
れ
て
み
て
現
に
所
書
の
珍
書
は
、

紳
鉾
、
蟹
の
盃
壷
、
木
慰
書
、
紹
益
扇
一
謝
、
紹
猛
爆
管

紳
竹
筒
、
刀
里
数
振
、
本
法
寺
古
釜
、
吉
野
書
、
光
悦
書

光
悦
扇
、
古
文
書
一
瓢
で
雑
書
類
も
多
い
。

　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
瞥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋳

　
　
　
　
　
赫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
か
く
紹
盆
の
趣
昧
は
極
め
て
士
爵
で
、
而
も
天
稟
の
才

能
に
よ
っ
て
何
れ
の
方
面
に
も
精
申
し
て
み
た
の
は
戚
す

る
に
除
が
あ
る
。
併
し
こ
れ
も
扁
は
時
勢
の
然
ら
し
め
た

班
で
あ
る
。
當
時
は
入
戸
を
認
め
ら
る
》
に
も
、
又
耐
褒

　
　
　
　
　
　
　
第
四
　
號
　
　
　

一
　
一
レ
』
　
（
六
〇
三
）



筑
六
巻
　
雑
録
　
轡
屋
紹
釜

糠

翰辰皇天尾水後

」

　
　
　
　
　
　
　
錦
四
號
　
　
　
一
　
一
八
　
　
（
山
回
〇
四
）

上
に
も
、
蘇
る
程
度
ま
で
多
趣
昧
多
藝
を
必
要
こ
し
た
ら
、

し
く
『
慶
長
見
聞
集
』
に
見
え
だ
江
戸
の
木
村
才
兵
衡
こ
い
・

ふ
人
の
口
吻
に

　
我
人
に
交
は
り
、
な
ま
じ
ひ
に
座
席
に
つ
ら
な
る
こ
い
・

　
へ
共
、
萬
無
能
故
恥
辱
多
し
。
あ
ま
つ
さ
へ
件
に
き
ら

　
は
れ
無
念
至
極
也
、
今
H
よ
り
藝
能
ま
な
ぶ
べ
し
。
然

　
ぱ
十
能
七
藝
あ
う
ピ
か
や
、
其
中
あ
ま
ね
く
人
の
用
ふ

　
る
藝
よ
り
習
ひ
は
じ
め
ん
云
々
、

ε
あ
る
の
で
も
逡
般
の
消
息
を
窺
ふ
こ
ご
が
出
駆
る
。

宍
　
紹
盆
の
臨
交

　
紹
盆
は
自
己
の
調
い
趣
味
の
媒
に
よ
っ
て
、
上
は
上
皐

の
御
知
遇
を
蒙
り
、
皇
族
、
公
卿
、
大
名
、
學
者
、
美
術
・

家
、
信
侶
、
茶
人
そ
の
他
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
々
ε
も
親
■

交
が
あ
っ
て
、
當
時
民
間
に
於
け
る
枇
交
界
の
大
立
物
の
・

一
人
で
あ
っ
π
。

　
そ
れ
に
就
て
特
筆
大
書
す
べ
き
は
、
畏
く
も
後
水
尾
よ



■

亀

■

精‘

…
陵
羅
ル
危
魅

第
六
巻
　
雑
録
　
灰
屋
霜
益

木庵筆蹟

Q

‘

皇
よ
り
御
書
を
拝
辞
し
だ
こ
ご
で
あ
る
。
紹
盆
は
年
六
十

，
に
近
く
な
っ
て
耳
が
遠
く
、
是
迄
の
如
く
外
へ
雑
な
か
っ

た
が
、
何
時
か
上
皇
の
御
前
で
彼
の
噂
が
出
た
時
、
上
皇

は
彼
の
趣
味
を
左
右
へ
御
下
問
に
な
っ
た
。
聖
護
院
宮
門

日
夕
茶
湯
を
す
き
て
候
ふ
ご
答
へ
ら
れ
た
の
で
、
上
皇
は

さ
鉦
ば
掛
物
を
下
さ
る
べ
し
ご
仰
せ
ら
れ
、
直
隠
の
二
大

．
学
・
を
賜
は
つ
た
。
飛
鳥
井
大
納
言
も

　
　
照
臨
之
二
字

　
　
法
皇
断
続
拝
領
之
段
、
眉
目
之
至
誠
可
謂
家
珍
三
三

　
　
不
宣

　
　
　
山
ハ
日
μ
十
｛
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
押

　
　
　
法
橋
紹
盆

　
の
祝
詞
を
與
へ
て
居
る
。
紹
盆
・
等
身
も
『
賑
草
』
に

　
　
か
し
ら
上
べ
く
も
不
γ
豊
、
　
威
涙
身
に
あ
ま
り
て
ご
い

　
　
め
が
た
し
。
（
中
略
）
い
か
な
る
肇
に
か
、
る
趣
き
事
ざ

　
　
も
に
あ
ひ
奉
る
御
代
に
生
れ
戦
け
ん
ご
天
を
仰
ぎ
地
を

　
　
舞
し
、
，

　
　
　
　
　
　
　
第
四
聴
甲
　
　
　
一
　
一
九
　
　
（
山
ハ
〇
五
）
．



鯖

　
　
　
第
山
道
巻
　
　
　
難
｝
　
鮪
雄
　
　
　
灰
　
　
屋
　
軸
猟
　
盆

ぎ
あ
る
位
欣
喜
雀
躍
し
て
、
ひ
π
す
ら
上
皇
の
實
算
御
長

久
を
所
り
奉
っ
て
み
た
。
彼
は
こ
の
御
書
を
表
装
す
る
に

上
皇
の
御
衣
を
以
て
一
答
字
こ
し
、
雲
龍
御
紋
の
裂
を
態

々
織
ら
せ
て
中
こ
し
、
毎
年
元
旦
に
床
に
掛
け
て
御
鴻
恩

を
奉
謝
す
る
こ
ざ
～
し
た
。
こ
の
御
爺
は
今
も
佐
野
家
に

あ
っ
て
、
右
な
が
ら
に
元
旦
に
掛
η
ら
れ
て
る
る
。
ロ
バ
紹

盆
は
こ
の
亜
透
の
意
昧
を
了
解
し
得
な
か
っ
た
側
め
、
黄

葉
水
受
に
傳
を
求
め
て
そ
の
意
の
解
説
を
乞
ふ
た
が
、
木

隠
は
書
し
て
葺
く
、

　
太
上
法
皇
信
望
書
直
透
遊
君
，
別
無
他
意
、
只
要
君
知

　
口
跡
好
書
飯
、
於
是
書
信
端
的
不
妨
是
夢
思
至
漢
子
、

　
如
或
未
然
切
々
用
心
翌
々
、

　
　
　
黄
蘂
木
庵
老
僧

　
　
　
書
示

　
　
　
青
霧
齋
紹
盆
彦
士

こ
れ
も
佐
野
家
に
秘
藏
せ
ら
れ
て
る
る
。
所
が
紹
盆
は
又

こ
の
水
庵
の
手
心
の
意
昧
が
解
ら
ぬ
黒
め
、
智
憧
、
慶
峰

悌

　
　
　
　
　
　
　
飽
｝
四
　
號
　
　
　
一
ご
O
　
　
（
六
〇
六
）

な
ご
い
へ
る
僧
に
句
讃
返
り
瓢
、
意
味
の
激
示
を
乞
ひ
、

中
に
は
「
皇
嗣
門
の
修
行
を
可
柵
下
候
世
悶
は
無
常
の
な

ら
ひ
人
々
早
く
死
に
露
す
る
者
に
て
御
座
候
」
ご
い
ふ
標

な
灘
門
修
行
を
鋤
督
し
た
機
な
添
状
の
あ
る
返
答
も
あ
っ

だ
が
結
局
了
解
を
得
た
か
如
何
か
、
今
残
存
の
史
料
で
は

そ
の
邊
ま
で
は
分
り
兼
ね
る
。
誉
れ
恰
も
上
皇
が
紹
盆
に

謎
を
か
け
ら
れ
た
襟
な
込
の
で
、
紹
盆
も
之
に
は
大
分
困

ら
さ
れ
た
も
の
、
、
そ
れ
で
も
彼
一
代
に
取
っ
て
絶
大
の

名
碁
で
あ
っ
た
Q
（
八
條
宮
、
塞
護
院
宮
な
ざ
の
皇
族
の
御

寵
遇
を
蒙
っ
た
の
も
、
悪
擦
が
牌
軍
御
前
で
鞠
を
上
覧
に

入
れ
た
の
も
、
一
世
の
面
目
で
は
あ
っ
た
が
）
彼
は
又
尾

張
大
納
言
徳
川
光
友
に
愛
せ
ら
れ
た
。
光
友
は
、
狩
野
探

幽
、
松
花
堂
に
就
い
て
書
需
を
學
び
、
氣
韻
高
き
作
品
を

出
し
だ
入
で
あ
る
Q
當
時
後
西
院
天
皇
ご
近
衛
癒
山
公
ご

典
に
三
蹟
の
碁
が
あ
っ
た
。
土
塁
は
光
友
に
招
か
れ
て
．

饗
懸
に
預
り
、
御
話
祁
手
ご
な
っ
た
こ
ご
も
あ
る
。
穿
る

時
大
納
言
よ
ウ
左
の
書
を
賜
は
つ
た
。
之
も
今
は
佐
野
家



め
咳
唾
の
一
こ
な
っ
て
み
る
Q

　
　
　
志
戚
悦
の
あ
喋
り
に
　
　
當
座

　
　
お
も
ひ
き
や
時
ぞ
き
ぬ
ら
し
し
き
し
ま
の

　
　
　
　
　
　
た
へ
な
る
道
を
つ
た
ふ
べ
き
ご
は

　
　
　
二
月
口
　
　
　
　
　
　
　
花
押

　
　
　
　
佐
野
紹
盆
へ

・
公
卿
で
は
飛
鳥
弁
雅
章
卿
を
始
め
．
難
波
、
正
親
町
、
李

松
、
園
家
な
ざ
、
親
眠
の
交
際
を
し
た
。
學
者
で
は
松
永

真
徳
、
烏
九
光
廣
、
藝
術
家
で
は
本
阿
彌
光
影
、
儒
侶
で

は
本
満
寺
の
日
乾
。
艮
遠
、
日
逞
、
日
還
、
立
本
寺
日
怨

な
ご
H
瀧
宗
の
人
々
ε
も
儲
り
、
茶
人
で
は
古
田
織
部
、

・
藤
村
宗
源
、
金
森
宗
和
、
佐
久
間
直
勝
な
ざ
、
も
眠
近
で

あ
っ
た
、
彼
は
茶
道
を
以
て
交
際
の
手
段
ご
し
淀
位
交
際

を
好
ん
で
ゐ
淀
か
ら
、
そ
の
肚
交
の
範
圃
も
極
め
て
廣
く

各
階
級
の
人
を
網
羅
し
た
や
う
で
あ
る
o

七
　
紹
盆
の
信
仰
ご
性
格

第
六
巻
　
　
二
丁
　
　
・
灰
　
麗
紹
　
盆

　
彼
は
帥
佛
を
信
柳
し
、
佛
敷
で
は
日
蓮
宗
を
驚
く
信
じ

て
居
た
。
真
享
四
年
賀
茂
直
江
紳
肚
に
大
乗
妙
典
壼
部
を

奉
納
し
π
。
そ
の
請
取
の
交
書
は
今
も
同
家
に
保
存
せ
ら

れ
て
る
る
。

　
　
　
　
講
文
之
事

　
大
乗
妙
典
　
萱
部
　
　
白
地
金
泥
一
部
八
二

　
　
　
　
右
奉
納

　
當
薫
別
雷
皇
太
榊
宮
御
護
経
所
期
、

　
故
牧
衆
中
之
寳
藏
禽
連
累
代
講
珍
種
歎
、
傍
耳
文
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
茂
愉
楽

貞
享
四
丁
凶
年
七
月
廿
七
日

見
性
房

安
養
院

養
光
房

　
　
　
佐
野
法
橋
紹
釜
老

彼
が
佛
敷
に
嘱
す
る
信
仰
は
『
下
草
』
に

　
我
若
年
よ
b
七
十
歳
に
あ
ま
る
迄
、
法
華
経
五
種
の
修

　
行
の
内
解
説
は
俗
身
な
れ
ば
成
難
し
、
四
種
は
数
十
年

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
四
抽
靹
　
　
　
7
二
一
　
（
山
面
〇
七
）



　
　
　
餓
剛
山
ハ
巷
　
　
　
轍
羅
　
熱
叫
　
　
灰
　

麗
　
効
禰
　
盆
．

　
一
日
も
む
こ
た
ら
す
、
此
功
徳
を
以
て
現
世
に
は
先
報

　
恩
謝
徳
の
事
、
和
歌
の
道
に
冥
加
ゐ
ら
せ
給
へ
こ
申
け

　
る
。
我
い
さ
＼
か
智
な
く
、
徳
な
く
功
も
な
し
。
早
め

　
れ
ば
徳
有
ε
は
二
黒
に
や
ε
鷺
侍
る
也
。

ど
あ
っ
て
、
佛
敏
の
信
仰
を
以
て
徳
ぜ
考
へ
、
こ
の
信
念

を
以
て
歌
道
の
冥
謹
を
欣
求
し
て
み
だ
駈
は
、
少
し
く
一

般
人
士
ご
見
地
を
異
に
し
て
み
る
。

　
彼
は
田
蓮
の
高
僧
ご
親
し
み
、
殊
に
田
重
の
和
語
抄
を

愛
讃
し
、
又
臼
乾
の
説
法
を
喜
ん
で
屡
殖
聞
し
、
妙
顯
寺

に
は
寛
文
六
年
先
住
の
碑
を
建
で
だ
。
日
乾
上
人
は
寛
永

四
年
に
鷹
峰
に
光
挽
の
国
力
に
よ
っ
て
談
林
を
辱
め
で
常

照
寺
ご
い
ひ
、
門
生
を
敷
乱
し
た
。
聖
経
辮
説
共
に
連
盤

開
合
一
語
蓮
は
す
長
時
に
継
る
も
倦
ま
す
、
盤
梁
塵
を
動

か
し
、
頗
る
高
徳
の
儒
で
、
日
重
、
臼
還
ε
共
に
撮
蓮
宗

中
興
の
三
男
こ
い
ふ
○
（
吉
野
傳
、
草
山
集
、
本
化
別
号
佛

組
統
記
、
壷
草
）
彼
は
膳
た
く
目
乾
に
敬
服
し
て
み
た
が
、

並
妻
徳
子
（
吉
野
）
も
廓
に
あ
る
頃
か
ら
大
に
信
仰
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
第
．
四
號
　
　
…
総
州
　
（
六
〇
八
）

強
力
常
照
寺
に
総
門
を
建
立
寄
進
も
た
程
で
あ
っ
だ
。
一
、

　
彼
は
尊
王
の
志
の
篤
く
、
又
故
實
を
重
ん
じ
、
國
粋
保

存
を
絶
叫
し
た
こ
ご
前
に
述
べ
た
通
で
あ
る
が
、
併
し

な
が
ら
世
の
故
三
家
の
如
く
頑
固
一
徹
の
融
通
の
利
か
な

い
の
で
な
く
、
『
鍛
工
』
に
も
引
け
る
如
く
、
源
氏
物
語
箒

木
懇
の
今
め
か
し
き
に
め
う
つ
り
て
を
か
し
き
も
有
ご
い

ふ
の
に
も
亦
一
理
あ
b
こ
し
て
、
そ
の
著
に
大
に
同
意
を

表
し
て
居
る
。
唯
古
か
ら
定
ま
っ
た
調
度
な
ご
を
何
の
意

も
な
く
濫
り
に
當
世
風
ε
す
る
の
随
を
笑
っ
て
み
る
黙
は

例
の
國
粋
保
存
の
精
瀞
か
ら
來
て
る
る
の
で
め
ら
う
。
而

し
て
徒
然
草
の
「
何
事
も
ふ
る
き
世
の
み
ぞ
し
た
は
し
き

今
や
う
は
無
下
に
い
や
し
く
こ
そ
成
ゆ
く
め
れ
」
こ
い
ふ

に
も
共
鳴
し
て
み
る
。
（
燃
草
）

　
紹
盆
は
叉
世
の
名
利
に
は
非
常
に
冷
淡
で
、
そ
の
入
絡

は
實
に
大
塞
の
眞
澄
の
月
の
如
く
高
潔
で
あ
っ
だ
。
さ
れ

ば
こ
そ
『
賑
草
』
に
も
西
行
法
師
の
高
徳
に
講
じ
、
又
二
三

の
隠
遁
者
の
例
を
暴
げ
て
大
に
同
情
を
捧
げ
て
み
る
Q
紹



盆
が
住
吉
趾
の
魁
司
の
佛
事
に
行
つ
な
時
、
多
く
の
乞
食

に
紛
れ
て
、
一
入
の
莚
の
破
れ
π
の
を
腰
に
懇
さ
，
鈴
を

振
っ
て
み
た
乞
食
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ぞ
大
宮
大
相
雪
下

滋
の
末
子
愈
惑
儒
正
の
書
写
天
台
山
の
静
圓
供
奉
で
あ
っ

た
Q
し
ヌ
宗
圓
ご
い
ふ
素
牲
為
分
ら
ぬ
乞
食
が
あ
っ
て
、
毎

日
極
寒
で
も
魏
茂
川
の
水
に
浴
し
、
朝
日
を
役
し
、
清
水

の
三
音
に
臼
長
し
、
肩
や
腰
を
物
で
蔽
ひ
長
い
杖
を
持
ち

常
に
己
の
鼻
を
見
て
人
の
門
に
立
た
す
、
極
寒
に
金
を
興

へ
て
も
之
を
人
に
譲
り
、
路
上
の
物
は
一
切
拾
は
ぬ
無
欲

淡
泊
の
生
活
を
し
て
居
だ
。
紹
盆
は
こ
の
構
人
を
共
に
岸

．
の
額
に
根
を
放
た
れ
た
草
、
江
の
畔
に
つ
な
が
ぬ
船
に
比

し
、
無
常
の
風
の
吹
か
澱
先
に
落
つ
べ
き
方
を
こ
し
ら
へ

て
み
る
貴
き
心
で
あ
る
ビ
同
情
し
で
居
る
。
而
し
て
彼
は

こ
の
名
利
に
憧
憬
せ
る
俗
世
問
に
生
き
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

を
低
き
、
か
く
は
幾
多
の
趣
昧
に
隠
れ
て
不
快
を
慰
め
て

み
た
や
う
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
は
金
銀
を
以
て
謝
意
に
重

賓
な
も
の
ビ
は
親
じ
て
居
ら
ぬ
。
殊
に
汲
々
ε
し
て
蓄
財

　
　
　
第
大
雀
　
雑
鍛
　

灰
屋
紹
盆

し
て
之
を
樂
ε
し
て
み
る
入
の
愚
を
冷
笑
し
て
み
る
。
彼

が
蓄
財
を
す
る
な
ら
ば
、
寧
ろ
骨
董
に
易
へ
て
樂
む
べ
し

ご
論
じ
て
み
る
の
は
亦
一
見
識
に
外
な
ら
澱
。
彼
は
こ
の

理
想
に
よ
っ
て
財
産
を
漸
次
骨
董
に
易
へ
て
撃
つ
だ
の
で

あ
る
。

　
最
後
に
蓮
ぷ
べ
き
は
、
彼
が
徒
然
草
に
見
え
て
み
る
妻
ド

ご
い
ふ
も
の
こ
そ
を
の
こ
持
ま
じ
き
も
の
な
れ
ご
あ
る
こ

と
を
論
じ
て
み
る
『
賑
草
』
の
一
斗
で
あ
る
。
紹
盆
に
擦
る

ビ
、
こ
の
説
は
一
旦
人
倫
の
本
を
忘
却
し
家
法
を
知
ら
ぬ

ε
て
愛
好
を
駁
す
る
人
も
あ
る
が
、
こ
の
兼
好
の
見
解
は

格
別
の
世
界
に
示
し
た
こ
ご
で
、
天
下
に
示
し
た
敷
で
は

な
い
。
同
じ
徒
然
草
に
酒
の
戒
を
記
し
て
異
き
な
が
ら
、

叉
酒
の
興
あ
る
こ
ご
を
胴
に
記
し
、
自
家
撞
着
に
隔
っ
て

み
る
の
ご
一
般
で
あ
る
。
恰
も
秋
の
月
を
面
黒
い
こ
て
夜

す
が
ら
眺
め
あ
か
し
、
起
き
て
み
る
べ
き
書
に
疲
る
人
ε

同
機
で
あ
る
。
花
を
植
え
る
よ
り
茱
を
植
ゑ
よ
と
い
ふ
道

理
も
之
に
當
る
ビ
論
結
し
て
み
る
。
終
り
に
今
一
つ
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
騨
馴
　
　
　
一
一
ご
二
　
（
山
ハ
〇
九
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
録
　
　
灰
　
縫
　
翻
　
盆

心
境
を
説
い
て
み
る
『
賑
草
』
の
一
説
を
紹
介
せ
う
○
彼
は

世
に
ま
じ
は
り
て
心
世
に
ま
じ
は
ら
す
、
　
一
物
に
心
を
の

こ
し
ε
や
め
す
。
（
中
略
）
か
～
る
心
も
た
ら
ん
は
き
ょ
く

す
や
し
か
ら
ま
し
ε
云
っ
て
み
る
。
帥
ち
彼
は
世
を
雑
則

不
離
に
熱
す
る
所
に
、
彼
の
方
寸
を
求
め
て
居
る
の
で
、

隠
蓮
す
る
に
非
す
、
俗
裏
に
没
入
す
る
に
非
す
、
何
等
の

執
着
を
な
さ
す
し
て
、
仙
聖
の
心
を
以
て
市
に
隠
れ
し
も

の
こ
概
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
彼
は
晩
年
に
斯
く
悟
入
し
て
み
る
が
、
そ
れ
で
も
若
年

血
氣
の
頃
に
は
、
晩
年
の
極
め
て
興
摯
嚴
格
な
る
方
面
に

反
し
て
、
至
っ
て
牌
な
艶
っ
ぽ
い
裏
面
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

八
　
紹
盆
ご
吉
野

　
紹
盆
ビ
吉
野
の
こ
ε
は
拙
著
『
名
妓
吉
野
』
や
『
書
夜
帯
』

懇
二
に
詳
細
に
記
し
て
置
い
た
か
ら
、
愛
で
は
省
略
し
、

唯
そ
の
輪
廓
だ
け
を
記
す
に
止
め
て
聡
く
。
瞬
時
島
原
廓

　
　
　
　
　
　
　
沖
田
隔
闘
號
　
　
　
一
二
四
　
　
（
六
一
〇
）

の
前
身
六
條
三
筋
町
下
の
町
の
扇
屋
早
馬
次
兵
衛
方
の
太

夫
二
代
吉
野
は
素
性
は
賎
し
か
ら
ぬ
浪
人
の
女
で
、
容
顔

艶
麗
、
和
歌
、
蓮
歌
、
書
遊
、
琴
、
琵
琶
、
笙
、
茶
道
、
香
撹
、

播
花
、
貝
覆
、
碁
の
名
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
は
海
外
に
ま

で
聞
え
て
居
た
の
で
、
假
倉
高
位
高
官
富
豪
ご
錐
も
、
自

ら
好
ま
ぬ
も
の
は
面
會
す
ら
せ
な
か
っ
た
位
で
あ
る
。
あ

る
鍛
冶
屋
の
弟
子
が
一
度
の
面
會
の
叶
ふ
た
翌
日
桂
川
へ

沈
ん
で
一
命
を
険
し
た
こ
い
ふ
の
も
、
朝
に
吉
野
に
會
へ

ば
夕
に
死
す
る
も
可
な
う
ε
思
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
紹

盆
は
夙
に
吉
野
ご
相
思
の
間
柄
ε
な
り
、
寛
永
八
年
妻
を

先
だ
て
た
年
の
八
月
十
日
二
千
金
で
落
籍
さ
せ
、
同
棲
十

二
年
、
寛
永
こ
十
年
八
月
二
十
五
疑
に
叉
吉
野
を
白
玉
楼

中
に
委
し
た
。
彼
は
茶
毘
の
骨
次
を
飲
ん
で
手
向
の
歌
を
・

詠
じ
た
。

　
　
都
を
ぱ
花
な
き
里
ε
な
し
に
け
り

　
　
　
　
　
　
吉
野
を
死
出
め
山
に
う
つ
し
て

そ
の
逡
骸
は
日
乾
上
人
開
基
の
鷹
峰
常
照
寺
に
葬
っ
た
o



吉
野
の
遺
物
に
は
光
溌
か
ら
紹
盆
へ
、
紹
盆
か
ら
吉
野
へ

贈
っ
た
蟹
の
盃
峯
が
あ
る
。
（
詳
細
は
最
近
の
『
民
族
ε
歴

史
』
に
譲
る
）
實
に
天
下
の
奇
寳
ざ
謂
ふ
べ
き
で
、
現
に
佐

野
家
の
秘
藏
で
あ
る
。
樹
海
野
家
の
分
家
慶
松
氏
に
も
同

罪
の
も
の
が
藷
6
0
る
由
で
あ
る
が
こ
れ
は
穂
疑
ふ
可
き
黙
も

な
い
で
は
な
い
。
吉
野
の
帯
に
し
た
裂
は
吉
野
廣
東
ご
い

っ
て
名
物
裂
こ
な
り
、
そ
の
慶
閉
し
た
茶
室
の
捷
路
は
吉

野
窓
ε
い
っ
て
、
共
に
有
名
で
あ
る
。
吉
野
の
筆
蹟
は
世

に
多
く
傳
っ
て
み
る
が
、
吉
野
ご
い
ふ
名
は
七
代
も
あ
る

凄
め
、
何
れ
が
二
代
の
書
で
あ
る
か
割
明
し
な
か
っ
た
所

佐
野
家
に
あ
る
の
で
そ
れ
が
明
瞭
に
な
っ
た
。
同
家
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野

　
　
　
い
け
る
な
ら
ひ
ご
や

　
　
　
　
も
の
を
思
は
で
す
ぐ
る
人
も

　
　
　
　
な
き
に
は
候
へ
．
定
も
わ
け
て
く
る
し
き

　
　
　
　
我
心
し
ん
そ
人
こ
そ
し
ら
ね
よ
か
し
か
し
く

こ
い
ふ
の
で
、
流
麗
優
雅
の
書
風
で
あ
る
。

　
　
　
策
山
門
巻
　
　
　
澱
軸
　
錦
隙
　
　
灰
　
　
屋
　
紹
…
　
釜

九
晩
年
の
紹
盆

　
明
暦
ご
年
五
月
二
日
に
法
橋
の
宣
旨
が
あ
っ
た
。
吉
野

ご
別
れ
て
後
快
々
こ
し
て
樂
ま
す
、
久
し
く
塞
閨
を
守
っ

て
ゐ
元
が
後
、
大
阪
よ
b
小
堀
氏
を
婁
つ
淀
。
然
る
に
天

和
二
年
妾
某
に
男
子
が
生
れ
た
。
そ
れ
が
紹
圓
で
あ
る
。

　
冠
雪
は
金
銭
に
冷
謄
で
あ
っ
た
鴬
め
、
大
名
其
他
．
に
金

子
を
貸
し
た
の
が
貸
し
倒
れ
に
な
つ
の
も
随
分
多
か
っ
た

機
で
あ
る
。
そ
の
諜
振
し
て
佐
野
家
に
は
多
数
の
謹
文
を

捷
し
て
る
る
。
叉
罵
言
こ
し
て
残
っ
た
骨
董
品
も
中
々
多

か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
一
例
を
暴
げ
る
ε
、
寛
文
二
年
子
、

田
正
哲
は
寧
一
山
、
玉
舟
和
爾
の
懸
物
を
抵
當
ε
し
て
、

一
ケ
月
二
十
三
匁
五
分
八
厘
の
利
息
で
二
貫
三
百
五
十
八

匁
を
借
用
し
て
み
る
。
自
差
に
一
山
の
軸
が
あ
る
の
は
こ

れ
か
も
し
れ
漁
。
か
く
し
て
汐
時
の
富
豪
に
あ
り
勝
で
あ

っ
た
や
う
に
、
彼
の
晩
年
に
は
莫
大
の
財
産
を
漸
く
減
じ

て
行
っ
た
。
併
し
彼
は
後
顧
の
憂
な
き
凹
め
、
慶
安
二
年
・

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
四
座
　
　
　
一
二
五
　
　
（
山
ハ
一
一
）



　
　
　
慨
岬
山
ハ
巷
　
　
　
雛
脳
　
熱
輝
　
　
灰
　
　
屋
　

紹…

@
盆

美
濃
石
津
郡
二
野
江
村
沼
草
野
新
田
に
田
地
を
買
っ
て
置
い

た
Q
こ
れ
が
今
の
子
孫
の
住
地
ε
な
っ
て
居
る
。

　
彼
は
老
い
て
盆
怨
讐
ビ
し
て
茶
鞠
和
歌
な
ざ
を
樂
み
、

『
賑
草
』
等
を
草
す
る
な
ざ
元
氣
爾
ほ
旺
盛
で
あ
っ
だ
が
、

元
職
四
年
十
一
月
十
二
日
置
齢
入
十
二
歳
で
妓
し
、
京
都

立
本
寺
に
葬
ら
れ
た
Q
古
縫
院
紹
盤
日
今
は
そ
の
旧
名
で

あ
る
。
（
佐
野
家
位
牌
に
よ
る
）
立
本
寺
は
始
め
四
條
櫛
司

に
あ
っ
π
が
、
後
談
縛
し
て
寺
町
今
出
川
に
至
り
、
賓
永

五
年
七
月
現
今
の
七
本
松
中
立
費
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る

紹
盆
の
墓
は
著
作
堂
一
夕
話
に
は

　
古
轍
院
紹
釜
　
　
元
蔽
四
年
十
一
月
十
二
日

　
本
融
院
妙
供
　
　
寛
永
八
年
六
月
二
十
二
日

ε
あ
る
巴
記
し
て
居
る
が
、
現
今
は
こ
の
墓
は
見
え
な
い

七
字
の
題
目
の
右
は
遽
悟
以
下
竹
酒
ま
で
の
戒
名
を
列
彫

し
、
左
は

自
得
院
紹
曽
糺
燕
訊
怖
査

古
感
量
洋
酒
日
今
嚥
脚
二
日

奪
知
田
□
慈

第
　
…
四
　
號
　
　
　
　
一
一
一
轟
ハ
　
　
（
⊥
ハ
一
　
一
一
）

　
玉
澤
臼
善
上
製
　
智
謀
院
日
龍

　
本
法
院
ロ
ロ
ロ
ロ

　
圓
具
院
魚
津
田
城

　
信
受
院
妙
法
言
行

　
□
ロ
浮
雲
目
口

　
慈
眼
軽
妙
親
日
宗

ε
あ
り
、
幅
二
尺
縦
二
尺
の
花
崩
岩
に
大
き
な
笠
石
を
載
，

せ
て
る
る
。
こ
れ
は
元
の
墓
ご
鍵
更
せ
ら
れ
て
る
る
の
で

あ
ら
う
。
立
本
寺
の
過
去
帳
に
は

　
元
緑
四
辛
未
十
一
月
十
ご
獄
　
入
十
二
歳

　
古
繊
院
紹
盆
口
吟
　
美
濃
國
石
津
謡
本
阿
彌
新
田
佐
野

　
善
七

　
一
等
緑
レ
％
甲
戌
五
R
ハ
・
†
二
目
　
山
田
・
†
一
ぬ
威

　
露
橋
院
妙
法
田
行
　
　
佐
野
紹
盆
内
室

　
元
腺
十
一
戊
寅
八
月
七
日
　
　
三
十
四
歳

・
信
行
院
妙
仙
口
長
　
　
隠
岐
宰
相
殿
妻
　
紹
盆
養
女

　
帰
兀
織
十
・
四
年
山
半
巳
十
二
月
一
二
H
　
目
論
十
五
怨
族



．
圓
具
院
動
植
日
露
　
　
佐
野
蓮
蓋
姉

亡
あ
る
。
こ
れ
で
蟹
行
は
小
堀
氏
の
こ
ビ
な
る
こ
と
が
知

れ
、
前
の
妙
供
は
吉
野
の
先
妻
ざ
知
ら
る
、
o
爾
ほ
附
近

に
は
賓
暦
三
年
に
尊
し
元
紹
圓
ご
、
紹
圓
の
子
笙
庵
の
墓

も
あ
る
。
榮
庵
は
爾
…
替
姦
賊
條
に
住
し
て
馨
を
業
ご
し
、

丈
學
に
長
じ
て
み
た
。
こ
の
頃
俊
野
家
は
大
に
零
落
し
て

み
た
け
れ
ざ
も
彼
は
清
貧
に
安
ん
じ
、
家
に
蟹
の
盃
あ
る

こ
ご
位
は
吹
組
し
た
も
の
、
、
他
の
什
物
は
世
間
に
秘
め

て
ゐ
淀
の
ら
し
い
。
（
著
作
堂
一
夕
話
）
文
化
五
年
に
螢
庵

放
し
そ
の
義
子
彬
家
を
嗣
ぎ
途
に
曾
組
版
の
求
め
て
置
い

た
美
濃
の
地
に
移
っ
た
が
こ
れ
か
ら
代
々
農
に
適
し
て
善

七
の
通
名
を
志
し
て
一
向
宗
信
者
こ
な
っ
て
居
つ
だ
。
彬

め
子
善
七
（
繹
欝
心
）
は
そ
の
孫
三
七
（
防
毒
）
曾
孫
善
七

（
繹
昌
）
を
経
て
、
當
主
猪
之
助
氏
が
相
績
し
て
居
ら
れ
る

．
民
は
宇
世
を
土
地
開
墾
に
諜
さ
れ
、
今
や
大
地
主
ε
し
て

轟
ぴ
佐
野
家
を
中
興
し
、
明
年
三
月
を
期
し
て
邸
前
に
八

角
堂
の
…
紺
廟
を
建
立
し
、
そ
の
附
近
に
は
重
婚
し
た
自
家

　
　
　
第
六
巷
　
　
雄
　
録
　
　
灰
　
屋
　
紹
　
盆

　
　
　
　
　
　
　
む

経
螢
の
寺
堂
を
殿
っ
て
村
の
公
會
堂
を
作
り
、
小
作
人
等

に
精
帥
修
養
の
講
話
を
聞
か
せ
る
場
所
建
せ
ん
企
が
あ
る

紹
盆
も
亦
以
て
瞑
す
べ
し
で
あ
る
。

　
紹
盆
の
遺
跡
こ
し
て
京
都
市
上
立
壷
新
町
に
あ
っ
π
邸

は
頗
る
馬
韓
を
凝
し
た
も
の
で
あ
っ
だ
が
、
後
高
松
の
悉

皆
商
吉
岡
氏
の
手
に
撫
し
て
室
町
九
太
町
に
移
さ
れ
、
明

治
ナ
一
年
天
野
方
達
之
を
購
つ
だ
。
後
憂
太
町
蟹
張
の
時

取
り
殿
た
れ
、
そ
の
一
部
は
今
も
九
太
町
室
町
角
の
天
野

氏
の
二
階
に
残
っ
て
み
る
の
で
、
同
家
藏
の
輿
次
郎
作
擬

賓
珠
張
付
等
は
佐
野
家
に
譲
ら
る
、
こ
ε
、
内
定
し
て
み

る
。
叉
小
川
元
誓
願
寺
の
邸
は
駒
澤
輪
行
氏
が
購
ひ
、
二

叉
骨
董
商
土
橋
嘉
兵
衛
氏
に
譲
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
高
肇

憂
欝
琵
茶
室
ざ
な
り
、
他
の
一
部
は
岡
林
院
の
遺
芳
庵
ε

な
っ
て
み
る
。

十
　
四

一ptp

聴
毛
は
上
述
の
如
く
数
奇
な
る
生
涯
を
織
り
、

　
　
　
　
　
　
第
凋
回
田
　
　
　
一
二
七
　

（
六
一
三
）

そ
の
生



　
　
　
野
山
ハ
　
巻
　
　
　
紐
靴
　
録
　
　
　
灰
　
　
屋
　
　
紹
　
　
盆

活
は
藤
豆
上
何
等
の
拘
束
も
な
か
っ
た
の
ε
、
天
性
情
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ミ
マ
ン
ス

入
で
あ
っ
た
歪
め
に
徹
頭
徹
尾
文
藝
ご
信
仰
ご
傳
奇
に
絡

署
し
て
み
る
。
今
江
戸
時
代
初
期
に
於
U
る
富
豪
ご
い
ふ

も
の
を
列
濡
す
れ
ば
、
昔
に
名
高
い
江
戸
の
石
川
六
兵
衛

紀
伊
國
屋
文
左
衛
門
、
奈
良
屋
茂
左
衛
門
、
淀
屋
辰
五
郎

中
村
内
藏
介
、
茨
木
屋
幸
齋
、
大
黒
五
九
左
衛
門
な
ご
、

そ
の
数
は
頗
る
多
い
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
こ
れ
等
の
入

々
は
何
勉
も
入
品
も
劣
り
、
趣
味
も
低
級
で
あ
っ
て
、
、
學

守
宮
藝
な
く
、
唯
徒
ら
に
垂
垂
荒
亡
の
樂
に
耽
溺
し
、
驕

奢
雲
上
の
生
活
を
街
ひ
、
金
銀
を
土
芥
の
如
く
費
消
す
る

を
以
て
得
々
ビ
し
て
み
た
標
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
人
々

に
比
す
る
ご
我
が
紹
益
の
心
事
生
活
は
誠
に
高
潔
な
も
の

で
あ
っ
て
、
富
豪
斌
難
中
の
一
異
彩
ご
す
る
に
足
る
も
の

で
あ
る
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
u

　
從
來
江
β
時
代
初
期
町
人
の
生
活
起
開
す
る
研
究
は
、

そ
の
完
全
し
淀
も
の
が
世
に
除
り
多
く
炭
れ
て
居
な
い
の

を
遺
憾
ビ
し
て
み
た
が
、
偶
灰
屋
紹
盆
に
關
す
る
調
査
が

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
ご
八
　
　
（
山
ハ
一
四
）

震
に
一
段
落
を
告
げ
た
爲
め
、
記
し
て
江
戸
時
代
初
期
風

俗
史
に
側
面
的
研
究
の
史
料
を
提
供
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
附
言
　
本
稿
を
書
す
る
に
亘
り
、
紹
釜
の
定
先
に
閉
す

る
文
書
に
就
て
は
翌
翌
博
士
三
浦
周
行
先
生
の
高
々
を
煩

は
し
た
こ
ε
が
多
く
、
伺
ほ
こ
の
草
稿
の
槍
閲
補
正
を
さ

へ
仰
い
だ
の
で
、
愛
に
先
生
に
謁
し
て
厚
く
謝
意
を
表
す

る
。
樹
ほ
紹
釜
の
事
蹟
に
為
し
て
は
最
近
冠
の
主
筆
し
て

み
る
風
俗
研
究
曾
の
機
關
雑
誌
『
叢
夜
帯
』
第
二
百
に
も
…
幾

分
を
掲
載
し
、
倉
本
年
末
に
は
佐
野
家
の
懇
請
に
よ
り
、

山
田
芸
論
詰
よ
り
『
茨
屋
紹
釜
ビ
吉
野
太
夫
』
全
一
冊
を
出

版
す
る
こ
ご
、
な
っ
て
み
る
か
ら
、
併
せ
讃
ま
れ
ん
こ
ご

を
望
む
Q
紹
盆
ε
吉
野
ε
の
瀾
係
は
本
篇
に
は
極
め
て
省

略
し
た
の
で
、
こ
れ
も
拙
著
『
名
妓
吉
野
』
や
前
廊
の
拙
著

に
よ
っ
て
締
護
を
請
ふ
次
第
で
あ
る
。
（
大
正
一
〇
、
入
、
二
三
）
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